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本研究では，2019 年 10 月の台風 19 号による大規模出水における粒径および動植物への影響について，出水直後の評

価をすることを目的とした．台風 19 号による大規模出水は，地中性昆虫個体数を減少，植生を流出させた．また，河川

敷の粒経組成を大きく変化させた．上流域では，河川近くの調査地点 2 点が流出した．また，最も河川から離れていた

地点では，表層 0-5㎝の 2㎜以上の巨礫の割合が増加し，昆虫は減少し，70％以上あった植物の被度が 0となった．中流

域では，出水以降昆虫は 1 地点で 1 体確認されたのみで, 植生が 0 となった礫河原を出現させた．また，調査地点の流

出はおこらず，むしろ巨礫の堆積が顕著であった．一方で，河口では，粒径および動植物の台風前後の違いはほ

とんど確認されなかった．  
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1. はじめに 
 
河川敷では，上流からの土砂供給の減少や，かつての

砂利採集等の要因により，河床低下，高水敷の樹林化,

河原の減少と,それに伴う河原に特徴的な動植物の減少

等の問題が起こっている 1)．河川敷の景観を維持するた

めには，礫河原を維持することが重要であると指摘され

ている 2)． そのため，人工的な礫河原の再生事業といっ

た試みや 3)4)，外来種の除去 5)，表土をはぎ取りによる，

礫河原再生の試みなども行われている 6)．しかし，これ

らの礫河原の再生事業は，継続的な人為による管理が必

要とされるため 4)6)，流域の限られた地点の取り組みと

なってしまうという課題があった．また，礫河原の減少

は，出水が減ったことが原因であるため，ダムから計画

的な中小出水規模放流が実施された事例もある 7)．この

ように，礫河原再生に関する取り組みがこれまで数多く

行われてきたが，礫河原再生に関する現実的な解決方法

は見つかっていない．このような背景のなかで，2019年，

大規模な出水により，多摩川の中流域で礫河原が出現し

た．多摩川では 2009 年以来の大規模な出水であった．

これまでの，礫河原再生事業において，礫河原と関わり

の深い動植物の生息に適した礫河原の持続性には，その

粒径組成が重要であることが指摘されている 3) 4)．また、

出水により，外来種の被度や，実生の定着を低減できる

ことが既存研究で指摘されている 8)．しかしながら，出

水による河川敷への影響に関して，出水前後の植生や河

川敷の粒径組成，河川敷に生息する地中性昆虫に関して，

同じ調査地点で継続的に調査し，出水の直前および直後
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の影響評価を行った既存研究はほとんどない．そこで，

本研究では，2019年 10月の台風 19号による大規模出水

における粒径および動植物への影響について，出水直後

の評価をすることを目的とした． 

 

 

2. 方法 

 
(1)  調査地点概要 

本研究においての使用した調査地点は，多摩川の河川敷 

である．河川敷は環境変動が激しいため，洪水などの事

後で粒度，底生動物相，植生に大きな影響があると予想

される（図-1）．よって常時河川の状況が確認でき，環

境変動の前後での調査を行い，常時河川の状況をモニタ

リングできる以下 4地点とした．ライブカメラ（京浜河

川事務所 国土交通省 関東地方整備局）が設置された，

調布橋水位観測所（以降調布），日野橋水位観測所（日

野橋），石原水位観測所（石原），多摩川河口水位観測

所（河口）付近を調査地点とした．上記の 4地点は，複

数ある多摩川のライブカメラ設置地点の最上流である調

布橋水位観測所から，最下流の多摩川河口水位観測所ま

でを大まかに等分した 4地点である．2019年 1月から同

年 12月まで月 1回，後述の調査を各地点で行った． 

 
(2) 地中性昆虫の採取方法 
 昆虫は，各 4地点で，河川敷を代表する 3つの環境を

選び，河川に近いほうから A，B，C とし，25cm×25cm
のコドラートによりその中の土壌を採集し調査を行った．

各調査地点の様子を図-2に示す．調布橋のAは河川近く

の礫河原，B は河川敷の中央，C は森の近くのローム層

のような環境とした．日野橋のAは河川近くの礫河原，

B は礫河原と草地の境界で，堆積砂が集積した環境，C
は夏期には人の背丈を優に超す植物が生い茂る草地であ

る．石原のAは河川近くの礫河原，Bは広い礫河原の中

央，C は高水敷で，野球場として活用されている草地と

河川敷の礫河原の境界である．河口のAは潮汐がみられ

る砂地，B はコウボウシバが年中発生している草地，C
は草地の中でも木が生い茂る環境である．なお，粒径組

成についても，この A，B，C の各地点で調査を行った． 
コドラートは A，B，Cにつき 1か所，深さ 10cmごと

に，1層，2層，3層と分けて区別し，30cmの深さまで調

査した．採取した土壌は網目が2.0mmの篩に通し，篩別

された生物は 70%エタノールで固定した．また，同時に

篩別したリターは，研究室に持ち帰ってからツルグレン

装置を用いて再度生物を抽出，70%エタノールで固定し，

絶乾させてから重量を測定した．以上によって得られた

昆 虫 個 体 数 と リ タ ー 重 量 を 記 録 し た ．

 
図-1   2019年 10月の台風 19号前後の日野橋の様子 

 

 
図-2 各調査地点の様子（I：調布橋A，II：調布橋B，III：調布

橋 C，IV：日野橋 A，V：日野橋 B，VI：日野橋 C，VII：石原

A，VIII：石原 B，IX：石原 C，X：河口 A，XI：河口 B，XII：
河口C 
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 (3) 河川敷の堆積砂の採取方法 

土壌は，各 4 地点で昆虫のコドラート（25cm×25cm）調

査を行った A，B，C において 0.0-5.0cm，10-15cm，20-
25cm の深さの堆積砂を，1 層，2 層，3 層と分けて区別

し，100ml のコアで採取した．その後，採取した試料は

絶乾させ，ふるいにかけた．ふるいは，> 8.0mm，2.0-
8.0mm，0.2-2.0mm， < 0.2mm の四段階に分け，それぞれ

の重量を測定し記録した．大規模出水を引き起こした

2019年の台風 19号前の 1-9月までと出水後の 10-12月分

とに分けて粒径組成を比較した．青梅に関しては 10 月

の調査を終えてから台風が通過したため1-10月と11，12
月のグラフにまとめた．青梅の A，Bは台風により調査

地点が消失したため，データ採取することが出来なかっ

た． 
 
(4) 植生の調査方法 
 植生は各 4地点で，川から土手もしくは道までの範囲

を等間隔で5個，1.0m四方の植生調査用コドラートを置

き，ベルトトランゼクト法で調査した．ベルトトランゼ

クトは，各 4地点で 3本引き，その範囲内の植物種と各

種の最も高い個体の高さ，被度を調べ記録した． 
 
 
3. 調査結果と考察 

  
(1) 水位 

2019年の水位の変動が例年並みか確認するために，過

去 5年の 1-10月までの水位データと比較した（図-3 1-10
月のデータ）．石原は，2019 年の水位変動が全体的に

1.0mを下回っており，外れ値が多いことが読み取れた．

また，河口も過去 5 年の変動と有意に異なることが，T
検定（p < 0.05）よりあきらかとなった．調布橋と日野橋

は2019年の変動と過去5年の水位変動に有意差が確認で

きず，例年通りの傾向であった． 
 以上から，調布橋および日野橋は，例年と異なる水位

変動が確認されなかったため（調布橋：p=0.51 日野橋

p=0.15），粒径組成や植生および昆虫の変動に関して，

例年並みの水位の変動にさらされ，台風 19 号の影響を

うけた評価となりうると考えられた．一方，石原および

河口においては，水位変動は過去 5年とは異なっている

ため，植生や陸生の土曜中の昆虫相，粒径組成が例年と

は若干異なる可能性が示唆された． 
 
(2) 河川敷の地中性昆虫 
 採取された月平均昆虫個体数と，土壌の粒度組成を図

-5-8 に示す．どの地点においても昆虫個体数には季節変

動が大きく，ばらつきがあり，種の観点からも，安定し

て生息する昆虫は少なかった．地点ごとの特徴として，

全体的に多摩川河川敷の地中に生息する昆虫は少なかっ

たものの，調布橋Cの全層，河口Aの全層と，河口B，
Cの1層に個体数が多かった． 
 台風 19 号後の変化については，日野橋の C の 3 層，

河口Aの 1層とBの 2，3層以外の 32個のコドラートで

個体数の減少がみられた．地点ごとの個体数では，台風

前後比で調布橋が 95%減少，日野橋が 83%減少，石原が

95%減少したが，河口のみ 16%上昇していた．また，台

風後は， 36個のコドラートのうち，およそ半数の 17個
のコドラートから，昆虫は採集されなかった． 大規模

出水があると，河川敷の土壌中の昆虫個体数は減少する

ことが分かったが，河口の結果が示すように，必ずしも

個体数が減少するわけではないということが分かった．  
 
(3) 河川敷の粒径組成 

台風前後の粒径組成とその標準誤差を，図-3-7 に示す． 
調布橋は多摩川の上流ということもあり，A，B におい

て > 8.0mmの割合が高く，巨礫が地中から多く採取され

た．しかし，Cは 2.0mm以下の粒径の割合が多かった．

また，深い層ほど粒径が大きくなる傾向があった．大規

模出水後は，地点が水没しなかったCにおいて，2，3層
では> 8.0mm の巨礫割合が 8.0%以上上昇し，< 2.0mm の

粒径割合が8-18%程度減少していた．調布橋のみ，B，C
地点の 2，3層に> 8.0 ㎜の巨礫が多いこと，A，B地点が

浸水したことからも，これは，ダムなどの治水により，

< 2.0mm の細かい粒径により隠れていた，本来の河川敷

の層が表れたものであると推察された．本来調布橋のよ

うな上流域の河川敷は，粒径の大きい河原が，現在より

も小さい面積で存在していると考えられた． 
また，日野橋 C や河口 A，B，C は，2.0mm より小さ

い粒径の割合が多かった．中でも河口は特殊で，> 
8.0mm，2.0-8.0mm の粒径の土壌はほぼ存在せず，細砂お

よびシルト粒径がほとんどであった．  
台風 19 号後の変化については，多くの地点で礫河原

が形成され，多くの地点の 1 層において> 8.0mm の粒径

の割合が上昇した． 
日野橋ではほぼ全地点で> 8.0mm の巨礫割合が上昇し

た．特に C地点は 1層で 84%上昇し，3層でも 40%上昇

していた．また，それに比例するように，A，B，C の

多くにおいて8.0mm以下の礫は減少しており，特にCの

0.2mm未満の粒径は 50%近く減少した． 
石原ではAにおいて< 0.2mmの粒径の割合が15-38%程

度減少し，特に1層において> 8.0mmの粒径の割合が50%
程度上昇した. 
河口では，他の地点に比べ変化した割合が少なかった． 
 
(4) 植生 
 月別，地点ごとのコドラート内の植生被度平均を図-8  
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に示す．河口以外の地点は 1-4 月まで被度は 40%を下回

る割合であったが，5-8 月で被度が上昇し，7，8 月でピ

ークとなった．被度は，高いところで 7 月の調布橋が 

89%程度に達し，その後減少する傾向がみられた．しか

し，河口のみ通年，被度の値に大きな変化はないことが

分かった．外来種の被度は，どの地点でも 5-9月に大き

 

 

図-3 2019年と 2014-2018年の月別の水位 (I：2019年調布橋，II：2014-2019年調布橋，III：2019年日野橋，VI：2014-2018日野橋，

V：2019年石原，VI：2014-2014年石原，VII：2019年河口，VIII：2014-2018年河口) 
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図-4 調布橋の出水前後の粒度組成と昆虫個体数の平均値 

 

図-5 日野橋の出水前後の粒度組成と昆虫個体数の平均値 

 

い値を示した．調布橋，日野橋で9月にそれぞれ 14%程

度で最高値を示した．石原は，5月に 34％，6月に 24%
と，他の地点に比べ，特に高い値を示した．河口は最高 

 
図-6 石原の出水前後の粒度組成と昆虫個体数の平均値 

 
図-7 河口の出水前後の粒度組成と昆虫個体数の平均値 

 

値が 8月の 7.0%程度と，外来種の割合が少なかった． 
 台風 19 号後の変化については，河口以外の地点は礫

河原が形成されたため，植生被度は，外来種を含め，す
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べて 0%となった．景観から見てもその変化は明らかで，

日野橋は非常に広い面積において，3.0mを超す植生が生

い茂っていた地点であったが，ほぼ全て台風による大規

模出水により消失した．一晩でも広い面積が礫河原にな

ることが示された．このことから，今回のような大規模

出水は，外来種の駆除において大きな機能を持っている

ことが示唆された．加えて，日野橋や石原は，その面積

の大部分が礫河原に変化したため，以後外来種の侵入も

防ぐ効果も期待される．一方，河口の被度はほぼ減少が

見られなかった．これは，河口の植生の大部分を占める

ヨシやコウボウシバが浸水に対して耐性があることが要

因として考えられた． 
 

 

図-8  各地点の植生被度と，その内の外来種による被度 
I：調布橋，II：日野橋，III：石原，IV：河口 

 

4. まとめ 

 
2019年に多摩川において大規模な出水を引き起こした

台風 19 号の前後での粒径組成，地中性昆虫および植生

の比較を行った．過去 5年の水位データとの比較から，

調布橋と日野橋において，台風前までは，例年並みの水

位変動であったため，河川敷の粒径や動植物についても

例年並みの状態から大規模な出水が起きたことが考えら

れた．調布橋では．河川近くの調査地点 2点が流出した．

また，最も河川から離れていた地点では，巨礫の割合が

増加し，昆虫は激減，植生はなくなった．日野橋でも，

昆虫が激減し植生がなくなったことは同様であったが，

調査地点の流出はおこらず，むしろ巨礫の堆積が顕著で

あった．下流域の石原，河口では，過去 5年の水位変動

と異なる水位変動が台風前から確認されていたため，台

風前の粒径や動植物の状況が例年並みの状態であった可

能性が低いことが考えられた．台風 19 号が通過した後

は，石原では最も河川近く位置する地点でのみ巨礫の堆

積が顕著であった．上流域では，台風後もわずかに地中

性昆虫が確認されたが，石原では，まったく確認されな

かった．植生は上流域同様すべて流出した．河口は台風

19号前後で大きな違いは確認されなかった． 
将来，気候変動の影響が顕著になるにつれ，大規模な

出水が増加することが指摘されている 9)．台風19号は社

会に甚大な影響を及ぼし，今後さらなる治水事業の必要

性が明らかになった地域もある． これまで，治水と河

川景観の維持はトレードオフに関係にあったが，今回の

出水により， 一時的な観測ではあるが ， 礫河原が再生

され，外来種が大幅に減少した．このことを踏まえると，

今後規模を増す水害が予測されるなかで，堤防強化とい

った治水対策を講じつつ都市河川の景観の維持は必ずし

も両立しないものではない可能性が示唆された． 
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THE PARTICLE SIZE DISTIOBUTION, THE NUMBER OF SUBTERRANEAN 
INSECTS AND VEGETATION OF RIVERBEDS BEFORE AND AFTER THE 

LARGE-SCALE FLOODING AT THE TAMA RIVER 

Issei ENDO, Kaoru WADA, Kou KAJIKAWA, Shunsuke KAJITANI, 
 Kaisei TOGUCHI and Aki YANAGAWA 

We evaluated the particle size distribution, the number of subterranean insects and veg-
etation of riverbed before and after the large scale flooding at the Tama River due to Ty-

phoon No. 19 in October 2019. Large-scale flooding caused by Typhoon No. 19 re-
duced the number of subterranean insects, and vegetation was washed away. In addi-
tion, the particle size distribution of the riverbed was changed. In the upper basin, the 
survey points disappeared and the riverbed area was reduced. In the middle basin, a 

gravel riverbed emerged. On the other hand, in the estuary, there was almost no differ-
ence between the particle size distribution and the number of subterranean insects and 

vegetation of riverbed before and after the flooding. 
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